
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ――――お子様と共にご覧下さい―――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラズ通信 
麻生本校・円山校 

  
 

202３．８．1２発行 

 

保護者の皆様へ      副理事長・校医    福島 拓 

 

今回の特集は、２学期をどう過ごすかに焦点を合わせました。 

特に、受験学年の 6 年生は夏休み明けから合不合テスト・組み分けテストと続き、各中学校のプレテストに

入っていきます。小学生はここからが勝負です。基本的に小学生は復習することで大きく点数を伸ばすので

す。後期の指導は、受験学年に対しては、点数が取れない範囲、教科を中心に振り返りながら練習を重ねるこ

と、並行して志望校の過去問を解いていくことに重点をおきます。また、受験学年以外は、新しい範囲をスケジ

ュール通りコンスタントに学習を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

夏以降、「中学受験」の追い込みと日常の充実した学習を 円山校・麻生校担当  

西野 

     

・学校夏休み期間の学習も終盤に差し掛かりました。連日暑い夏でしたが、ピークは過ぎたのでしょ

うか、何とか無事に乗り切って、皆元気で新学期を迎えられることと思います。 

６年生（中学受験生）にとっては二学期以降の受験学習に対して大きな分岐点ともなるこの夏でし

たが、勿論受験を特には考えていない人、他学年の生徒にとっても夏休み期間は貴重な復習の機会で

した。最初立てたはずの予定通り、きっちりと自分の目標に向かってやりきることができましたか？ 

  

○入試に向けた追い込み 

 入試までいよいよあと５カ月！教育大附属などは年内に入試が行われるので、残る期間は４カ月ほ

どしかありません。これからの期間に何をどのように進めていくかはいうまでもなく非常に重要で

す。こうした状況を本人もしっかりと認識し、やらなければならない科目、分野のポイントを押さえ

ながら学習していきます。是非頑張ってほしいと思います。 

 

○大原則は徹底した復習 

 学習の第一目標は、既習単元の定着度アップです！算数の解法や国語の知識分野、理科社会の一行

問題など、今まで習った部分を 100％に仕上げていくことです。過去問に触れる機会が増えるこの時

期に、焦っていろいろ手を出したくなりますが、中学入試では 100点満点は必要ありません。 

 これからの時期に応用問題や初めて見た問題を解くために手を広げてしまうことは、今まで培って

きた基礎的な部分をおろそかにしてしまう危険性を伴います。基礎的な部分をもう一度確認して自分 

の得点力として自信が持てたときにはじめて次のステップに進めばいいのです。合格に向け一歩一歩 

足場を固める学習をして下さい。                       ＜裏面に続く＞ 

 

 

                                     

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みに入り、円山校では夏期の特訓として、いつもより多い回数教室に通い、勉強をしている生徒

さんもいます。また、いつもはほぼ高校生が占領している自習室に果敢にも乗り込み、黙々と学習する

小中学生も見られます。 

私はというと、夏休みは麻生校の夏期講習で足腰や喉を酷使しつつの授業を連日行っています。その

ため、この期間は円山校の皆さんとはなかなかお会いできていませんが、皆さんの登下校の記録や先生

方の記録やお話で、努力している様子は手に取るようにわかります。夏休みも終盤ですが、最後までし

っかりと頑張りましょう。 

さて、私自身の小学生時代を振り返ると、夏休みはといえば、近所の公園でやっているラジオ体操に

毎日行き、午前中の涼しい時間に宿題や勉強を終え…とまぁここまでは覚えているのですが、ここから

先はあまり記憶がありません。きっと友達のところに遊びに行ったり…とかはしていたのでしょうが、

それは学校があってもルーティーンとしてやっていたことなので、まったく印象にのこらなかったので

しょう。（当時の友達、ごめんなさい）私の父は、転勤族の銀行員でしたので、当時は土曜日も仕事があ

りました。従って、家族旅行といったインパクトのある思い出はあまりなかったのです。 

それだけに、当時は本を浴びるほど読んだものです。児童向け文学の全集といったものは相当数、部

屋の本棚にありました。社宅住まいのため、何歳か年上の子供がいる家は、転勤で引っ越す際にもう読

まない本を譲ってくれるのです。古本を売るという習慣もあまりなかった昭和の時代だったためなので

すが、これは貴重でした。（今なら迷惑に思う人もいるかな？） 

その本も成長するとともにいつの間にか減っていきました。たぶん、その伝統に基づき次の子供部屋

の主になったのだと思います。 

旅行が出来なくても、ワクワクするような旅や冒険は確かに本の中にありました。映像や音楽やゲー

ムや、様々なコンテンツに囲まれた今の皆さんでも、きっと自分の想像で脚色できる物語の世界にはハ

マれると思いますよ。読書感想文を書かねばいけないとかの理由ではなく、これからでも何か読んでみ

ませんか。 

 

 

 

麻生本校：001-0037 札幌市北区北 37 条西 3 丁目 3-15📞011-716-7162 

円山校  ：064-0820 札幌市中央区大通西 23 丁目 1-1 📞011-613-7755 

 

８月、９月予定の詳細は QR コードからホームページでご覧下さい。 

○過去問演習と入試への戦略        

 すでに志望校の過去問を解いてみた受験生は多いと思いますがまずは自分の現在位置を把握す

るうえで時間を計って実践することは重要です。あまり直前で行うと点数のみに一喜一憂してし

まいがちなので時間的にゆとりのある早めのタイミングで実践してみて下さい。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室だよりー円山校・麻生校より 

 
円山校・麻生校  西野 

 井尾 敦 

 


